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1 章

スポーツ
コミュニケーション

とは何か
スポーツの楽しさの解明と裏づけ

指導者がもつ着眼点を解明したい

傷ついて考える、自己改革が指導者としてのスタート

自分自身が指導者として成長したと思われる 
瞬間はどんなときか？

指導者の考えを押しつける指導法からは 
生まれるものは少ない

勝利のために厳しさばかりを追求していた日々

選手の心に飛び込むためには？

練習前が選手の意欲のバロメーター

指導者の想いを選手と周囲に伝えることが勝利への近道

指導者と選手の秘密をもつ、想いを共有する、 
そして選手の役割をつくることがチーム力につながる

アスリートが獲得するライフスキル

スポーツの魅力とその発信、アスリートの力を社会貢献に！

1

2

3

4 

5 

6

7

8

9

10 

11

12



4　スポーツコミュニケーション

スポーツの楽しさの
解明と裏づけ

　私は現在、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）で「スポーツ
コミュニケーション」という講義を行っていますが、そこには「スポー
ツに出会ってよかった！」という学生が集まってきます。その講義や
研究会のなかで「スポーツの楽しさの裏づけ」をとっていくと、受講
している学生諸君は「あ〜、確かにそうだった」「自分もそういう気
持ちがあった」「そういう経験をした」と共感できることが多いよう
です。
　そこには必ずと言っていいほど、自分自身を取り巻く仲間やライバ
ル、指導者の存在が出てきます。そのときの状況を思い返し、「楽し
さの裏づけ」を解明していくなかで、自分自身や他者との関係性を考
えてみれば、もっとこうできたのではないかと納得したり、後悔した
りという状況が新たに生まれてくるようです。スポーツは瞬時の判断
が必要な状況が常です。そうしたなかでは、じっくり考える時間を確
保したり、その必要性を感じないこともあると思います。しかし、私
たちがスポーツを通じて、瞬時に判断していることをじっくり振り
返ってみると、新たな発見があることに気づきます。それが新たな考
えや行動をする際の指針にもなってきます。
　さらに「するスポーツ、観るスポーツ、支えるスポーツ」のいずれ
にしてもスポーツの魅力を感じたり、発信したりすることは他者の存
在が大きいと感じています。そうした観点から本書では、スポーツを
通じた他者との関わり、スポーツコミュニケーションについてスポー
ツの楽しさの裏づけを解明していくことにしました。
　

指導者がもつ着眼点１）※１を
解明したい

　私は、11年間ハンドボール部の男子高校生の指導を行いました。「勝
利」という目標を掲げたものの、長く暗いトンネルを抜け出せずにい
ました。私自身の指導の時期を振り返ると、①未熟な自分にようやく
気づいた時期→②選手とのコミュニケーションに悩みながら勝利に向
けて模索する時期→③ようやくチームづくりのノウハウが整理されて
きた時期、に分けられ、今、考えてみても人間的に鍛えられたときだっ
たと思います。
　結果的には、11 年目に全国の頂点に立つことができましたが、振
り返ると失敗から学んだ経験が多く生きたと思います。その間、つい
てきてくれた選手諸君には、今でも「未熟な私で申し訳なかった」と
いう気持ちでいっぱいです。

※１　「着眼点」について諏訪・西山
（2009）は、たとえばアスリートが、
アスリート自身とそれを取り巻く環境
とのつながりのなかに見出すことが
ら。アスリートが身体の動かし方の
「何」に着目して考えることや、指導
者が「何」に注目して指導をするのか、
その「何」が着眼点であるとしている
（文献１より）。
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１章　スポーツコミュニケーションとは何か　5

　私の指導理念はスポーツを通じた人材育成にありました。自分とし
ては人間性の指導を行っているつもりでも自分自身が未熟なために、

「勝つ」（競技力）ことだけが優先されるような指導になったのではな
いかと感じています。
　指導者の着眼点は、指導経験の成功体験や失敗体験を多く積めば積
むほど磨かれていくと考えられます。指導がうまくいかず、時には傷
つき、時には悔しさで涙を流すことがあるかもしれませんが、ここに
は「実践して考え、分析し、気づき、次に生かす（実践）」というサ
イクルが徐々に確立され、そしてそのなかで人とどのように関われば
よいのかという自分自身の着眼点がつくられていくと思われます。
　私自身も現場でのそうした経験を通じて、指導者としての着眼点が
つくられていったと感じています。指導の際に発生する選手とのコ
ミュニケーションをはじめとする数々の指導上の悩みについて、それ
をどのように解決していったかを事例を交えて解説しています。

傷ついて考える、
自己改革が指導者としてのスタート

　前述したように、私は高校生の男子を対象に 11 年間ハンドボール
競技の指導に携わりました。失敗が多く、常にこれではいけないとい
う自己改革の連続でした。苦しかったのですが、そのたびに新しい視
点が生まれ、11 年目にようやく全国の頂点に立つことができました。
その過程では心が折れそうになったこともあり、当時、遠距離恋愛を
していた現在の主人には、結局 10 年近く、結婚の GO サインを待っ
てもらうことになってしまいました。
　私はスポーツにおける人との関わり合いは、確実に人を成長させる
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6　スポーツコミュニケーション

と実感しています。では、どういったプロセスが指導者を成長させる
のでしょうか？
　ある日の出来事です。練習コートに行くと選手１人が残っているだ
けで、多くの選手が見当たりません。一瞬、何が起こったのか……。
実は、私の指導が嫌で選手が練習を放棄したということがわかりまし
た。私は憤慨しました。「私の何が悪いのか、選手は何もわかっちゃ
いない」、そう私は自分に言い聞かせました。悔しくてたまりません
でした。私のプライドは大きく傷つきました。しかし、時間が経つに
つれ、自分を振り返ることで自分のふがいなさを痛感するようになっ
てきました。それに気づくようになったきっかけは、「選手がゼロに
なってしまっては、何も指導ができない。たとえ 100 点満点の選手
でなくとも、仮に今は 30 点、40 点の選手であっても、指導すること
で 60 点にも 70 点に引き上げることができるんだよ」という当時の
監督の新井善文先生が私にかけてくれた言葉でした（当時、私はコー
チという立場です）。私は、そこで選手が無（ゼロ）の状況にしてしまっ
ては、何も始まらないということに気づいたのです２）。

自分自身が指導者として成長したと
思われる瞬間はどんなときか？

　自分自身を振り返ってみると、指導者として成長するスタートは、
自分自身が力不足だと実感できた瞬間からでした。自分の勝手な思い
込み、自信過剰な部分、要するにピノキオの長い鼻が折れた瞬間でし
た。私のピノキオの鼻はよく折れました。私は新卒で高校の教員となっ
たわけですが、それまで大学でやってきた自分の考えが一番正しいと
思い込んでいて、まったく他の人のアドバイスが耳に入りません。
　しかし、選手は正直でした。私の組み立てた練習メニューを、嫌々
ながら取り組む選手がいました。私が女性の指導者だから甘えが出る
のか、それを表情に出すのでよくわかりました。「なんだ、その態度は！
やれっ！」と一喝して練習に取り組ませることは簡単ですし、指導現
場でもみられる光景です。でも、それがなぜ選手にとって、あるいは
勝つために重要なのか、理論的な構築が自分のなかにはありませんで
した。「いいから、やれっ！」というのは、ハンドボール嫌いを生み
だす言葉であることはわかっていました。
　それから私のなかでは、嫌々ながら取り組む選手をなくすことが目
標になりました。選手が達成感を終えて帰宅するときは、私も指導者
としてきちんとやり遂げた、責任を果たした安心感がありました。し
かし、選手の表情が曇って（何かしら不満をもって）帰宅するときは、
その要因をとことん考えました。自分の選手に対する言葉の発し方や
練習のメニュー内容、これでよかったのか、選手を大きく傷つけたこ

ノンバーバルコミュニケーションを積
極的に受け入れよう！　選手が「は
い」と大きな声で答えても、なぜこん
なネガティブな姿勢をみせるのか、そ
のきっかけや選手の心理状態を指導者
はノンバーバルから読み取らなくては
ならない
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１章　スポーツコミュニケーションとは何か　7

とにつながったのではないか、帰宅してからも反省しきりで考え抜い
た日々が続きました。翌日の練習が始まり終わるまで、いつも私のな
かに「考えて」練習を組むというトレーニングが続きました。
　自分の力のなさを痛感せざるを得ない状況が、毎日私の前に立ちは
だかりました。それは、選手が「嫌々」をノンバーバル３）※2 で表現
してくれたので、私が「これではいけない」の毎日になったのだと思
います。練習メニューの意味を考えて教材をつくっては試しました。
選手が練習を受け入れるとき、受け入れないときはどのようなときか、
選手が満足をしていない練習はどんな練習か、試行錯誤の連続でした。
しかし、練習で選手が達成感を得たときは明るく元気に取り組み、ハ
ンドボールを心から楽しんでいるように見受けられました。それは、
たとえ苦しい練習の場面でも見受けられました。

指導者の考えを押しつける指導法からは
生まれるものは少ない

　指導者として自分の指導スタイルを確立するまで、私の指導者とし
ての芯は大きくぶれていたと思います。「型にはめ込む押しつけの指
導法」と「選手に任せる指導法」、これら２つを行ったり来たりして
いました（図１）。
　「型にはめ込む押しつけの指導法」は、いっさい選手の意見を聞か
ず、とにかく同じ動きやパターンを覚えさせる、鍛えるといったやり
方です。もちろん、この指導法が試合の大事なところで威力を発揮す
ることもあります。しかし、そこには選手の考えはまったく反映され
ていません。やりすぎると、選手は練習についていけなくなり、選手
にとってまったくおもしろみのないハンドボールになるのです。です
から、高校の現役を終えるとコートに顔も出しませんし、卒業しても
ハンドボールを続ける選手はいませんでした。

※2　畠山・西田（2003）は、人間
が行うコミュニケーションの分類は
バーバル（言語）とノンバーバル（非
言語）であるが、人間同士のコミュニ
ケーションでは、言葉のやりとりのほ
かに身体動作や対人空間が大いに寄与
するとしている。たとえば口では自信
ありげな発言をしているが、顔から汗
が噴出し、ひざが震えている人を考え
ると、自信があることを意識的に伝え
ているが、身体は無意識に不安を表現
しているといった印象を受ける。この
ようにバーバル情報だけでなくノン
バーバル情報を認識することで本当の
意味を認識できるとしている（文献3
より）。

押しつけ 放任

図１　指導に迷う日々
選手とどうコミュニケーションを図ってよいかわからない。指導法でも振り子のよう
に「押しつけ」と「放任」を行き来する
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8　スポーツコミュニケーション

　やがて、私の考えを押しつけるハンドボールには限界があると感じ
ました。選手に考えさせることが重要だとわかってきてからは、その
時間をとろうとするのですが、そのやり方がまた極端でした。練習メ
ニューをすべて選手に任せてしまいました。選手が練習メニューの相
談にくるのですが、適切なアドバイスができなかったと感じていま
す。そして何より、選手とのコミュニケーションが困難であると感じ
ていた時期でもありました。私は、選手に任せて「考えさせる」とい
う指導法をとるものの、それはある意味、練習放棄であったと思いま
す。練習はだらだらと進行し、結局失敗に終わりました。この極端な
２つの指導法は「振り子」のように行ったり来たりしました。いずれ
にしても、選手が主体的に取り組むための自分の引き出しが不足して
いるのを感じました。またそれを選手が察すると、信頼が薄らいでい
くこともわかりました。自分の力のなさを情けなく感じつつも、「でも、
負けられない」、どういう練習が選手のやる気を引き出すのだろうか、
そういう思いで、私は必死にハンドボールの教材研究をしました。
　選手が主体的に取り組むことができるようになるには、選手と指導
者との心のつながり、信頼関係が必要です。しかし、当時の私には、
スーっと選手の心のなかに入って行けるような策はみつかりませんで
した。そこで、ハンドボールが楽しいと感じるようになれば、同じ目
標に向けて進めるのではないかと考えました。それまでは、そのため
の準備を怠っていたと思いました。選手が主体的に取り組むことので
きる仕掛けのある材料をつくり、両者の努力が目標に向けて達成もし
くは、その達成のプロセスを実感できれば、信頼関係はつくられてい
くと感じました。しっかり材料を準備すれば、その成果である試合も
楽しみになりますし、その成果を出してくれる選手に期待もします。
そして、自分のなかでたくさんの仕掛けのある材料ができれば、選手
が主体的に導く方法を自分のなかでイメージできるようになっていく
のではないかと感じていました。

勝利のために厳しさばかりを
追求していた日々

　「そうだ！」。そのとき私は選手に厳しさばかりを追求して、厳しい
ことを乗り越えることが勝利に直結するものだと勘違いしていたこと
に気がつきました。厳しさはもちろん必要です。しかし、ハンドボー
ルを楽しいと思える仲間の存在や自分自身の技術の向上、毎日の練習
における達成感の積み重ね、それが試合で実を結んだときの満足感と
次への意欲、そうしたプロセスがあって、初めて厳しいことを乗り越
えられるのではないかと感じていました。
　もし、選手が私の練習メニューや指導法に対して、すべて鵜呑みに
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１章　スポーツコミュニケーションとは何か　9

する選手の集団であれば、私は何の疑問も抱かず、いつまでも面白く
ない指導を繰り返していたと思います。選手のネガティブな反応が私
に「これではだめ！」ということを気づかせてくれることになったの
です。そして、「考える・分析する」→「実践する」→「振り返る・
気づく」というサイクルが私のなかで常に組み立てられていったので
す。
　人は「だめだ、だめかもしれない」という追い込まれた状況になら
なければ、自分の間違いや勘違いに気がつかないことがあります。そ
ういった意味においては、選手が私に「そんな指導ではだめだよ」と
追い込んでくれたと思います。
　選手は練習試合や公式試合、体力評価テストなどを通じて、自分自
身の出来、不出来を評価されることになります。それによって自分自
身を不甲斐なく思ったり、自分の技術の向上に喜んだりと常に自分自
身を振り返る場面が多くあります。また、指導者も選手自身に自分自
身がどうなのか、だめなのか、いいのかを問い、そして次へのステッ
プを期待するのだと思います。
　一方、指導者も「自分はどうなのか」、この問いかけを忘れてはな
らないと思います。そうした視点を指導者がもつことで、選手が現役
を終えた後も「自分はどうなのか」と問いかけることができる人間に
なれると考えています。

選手の心に
飛び込むためには？

　選手の「考え」を引き出すために選手にどう言葉をかければよいか、
私自身のなかにいつも迷いがありました。私は、選手に対していつも
厳しい言葉ばかりをかけていました（これが選手の考えを引き出す戦
略的なものであるなら別ですが……）。当時はいつも選手の伸びにま
だまだという気持ちばかりが先走り、選手の気持ちを引き出す指導法
や余裕はありませんでした。気持ちを引き出すためには、相手の状況
を把握したり、言葉を引き出すために待つことも必要です。しかし技
術練習では、時間が限られています。そう待てるというものでもあり
ません。とはいえ、いつも一方向的に練習の指示をする指導者と指示
を待つ（当時は“指示待ち症候群”と呼んでいた）選手との間には選
手の主体性は生まれません。私は選手とコミュニケーションを図ろう
と言葉をかけました。ですが、選手の反応は薄く、言葉も表面的で、
気持ちが通じ合っていないのを感じました。さて、どうするべきだろ
うか……。選手の心のバリアを破って、選手の心に突き刺さる言葉は
どうしたら生まれてくるのだろうかと考えました（図２、次頁）。
　いつも一方的に指示している自分。では、選手の考えを聞いてみよ

指導者は、現状がどうなのか常に客観
的に自分をみつめよ

指示待ち症候群をつくってはならな
い！

選手の心にあるバリアを破って言葉を
響かせよ！
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10　スポーツコミュニケーション

う。そう考えた私は、作戦ボードの前で選手に質問してみました。い
きなり難しい質問には答えられないので、答えやすい問いからと思い、
質問を投げかけてみました。そして選手の回答を「なるほどこういう
ことね」と肯定し、繰り返しました。その瞬間、選手は目を丸くし、
驚きを隠せないという状況でした。私は自分の自己改革（よし、今日
から変わるぞ！　という気持ち）に気づかれないようにさっと次の練
習を指示しました。実際、自分のなかに照れもありました。選手を誉
めたことのない指導者が、選手を誉めることは勇気がいることだと思
います。しかし、その後の練習は水を得た魚のように勢いのある練習
が展開されました。傾聴する姿勢をみせることで、話し手の考えを導
き出すという、この姿勢は今までの私にはまったくないものでした。
　私は、その日のノートに「よし、選手に一歩近づけたようだ」と書
き込んでいます。そして自分のなかのわだかまりが何であったかのか
も自分自身で分析して書き込んでいました。自分の思い込みがわだか
まりにつながっていく。それがわかれば、いつでもどこでも自分の心
をリセットできる、誰とでも良好なコミュニケーションを図ることが
できるということを実感したのです。

練習前が選手の
意欲のバロメーター

　練習前に選手はイキイキ、ワクワクしていますか？　それとも諦め
に似た暗〜い表情をしていますか？　練習前の選手の表情を観察する
と選手の心理がよく表われています。選手が沈んでいるときは練習に
対して意欲がないときなのです。技術的な要素のほかに体調不良や家
庭でのいざこざ、そして学校で叱られたことなど、選手は実にさまざ
まな事情をもって練習コートに現れます。練習開始前は練習に入る前
の心身ともに重要な時間です。私は練習以外の時間を使って、部員に
自分の技術を向上させるための練習を行うように言っていました。ア
スリートであれば、勝つためには人より多く練習するのが重要な要素

指導者の声

バリアのある
選手の心

図２　選手の心にあるバリア
選手の心に響く言葉を探すにはどうしたらよいだろうか

相手がなかなか話してくれないとき
は、
1) 答えやすい質問から質問する
2) 選手が答えたらまずは受け入れ
る！　否定せず肯定する

3)「ふ〜んなるほどね」と共有する
4) なぜそう思ったのかと聞いてみる

選手に先入観をもたず、自分の心を
まっさらな状態にする。選手の嫌な部
分を、時には自分の頭でリセットする
という発想の転換が、相手に自分を受
け入れてもらえる方法の１つである

勇気をもって選手を誉めよ！

心をリセットして傾聴せよ、コミュニ
ケーションは傾聴することから始ま
る！

8

コーチング� 6

コーチング� 7

コーチング� 8

コーチング� 9



１章　スポーツコミュニケーションとは何か　11

になってくるはずですし、指導者からすると「当たり前」です。しか
し、その当たり前のことができていない。しかも彼らは練習前に黙っ
て座り込みコートをみつめるだけで、何も動こうとせず、時計の針が
午後４時の練習開始時間になったらようやく集合するという状況でし
た。この状態をどうしたらよいのだろうか？　なぜ自分が試合で通用
しないことがわかっているのに、空いた時間に自ら練習しようとしな
いのか、不思議でなりませんでした。私はこの状態が我慢なりません
でした。しかし、重い腰を上げようとしない彼らを一方的にこれまで
と同じように叱りつけても意味がないと感じていました。
　そして、私がとった対策は、コートで遊ぶことでした。私は思いきっ
て選手を誘いバスケットボールをしました。これ以上落ちることのな
いチームだから、何か思いきってやってみよう！　練習前に遊ぶとい
うことを取り入れ、私が明るく振る舞えば、もっと明るくなるかもし
れないという考えがあったのです。発想の転換でした。その考えはう
まく当たり、選手は次々に重い腰を上げ、それぞれに鬼ごっこをやっ
てみたり、サッカーをやってみたり明るく動き回るようになりました。
　全国で勝利することができたチームは、授業が終わるといち早く
コートに駆けつけ、サッカーやバスケットボールをしながら勢いよく
遊んでいました。すると練習前と練習に入る瞬間の切り替えにメリハ
リがついていきました。このメリハリが、ハンドボールの練習に勢い
をつけてくれていました。もちろん、それだけが要因ではありません
が、彼らはハンドボールを心から楽しむようになりました。私はそれ
を「ぼんやりコミュニケーション」と呼んでいました。ぼんやりと選
手を観察し、自分自身の心と身体をリラックスさせて、選手とコミュ
ニケーションを図ります。
　これは今で言う、「アイスブレイク」※3 と呼ばれるものだと思いま
す。からだほぐし、心ほぐしを取り入れ、言葉を話しやすくする状況
にし、コミュニケーションを高める方法です。講習会で場を和ますと
きによく利用します。私のチームの例で言うと、それぞれの選手が練
習前の重要なひとときにアイスブレイクを自分のペースで取り入れて
いくことができていきました。そして、指導者も自分自身にアイスブ
レイクを敢えて、取り入れることが重要だと思います。指導者自身が
自分なりのアイスブレイクを取り入れることは、選手の心をほぐすこ
とにつながります。指導者である私は、選手にそれとなく近づき、「今
日も元気？」、「担任の○○先生が授業での発表が素晴らしかったと誉
めていらしたよ」など、選手の心が練習前の緊張感と遊びの空間で和
らいでいるところで、コミュニケーションを図りました。選手は照
れながら笑ったり、「元気ですよ〜」と返答をしてくれました。実は、
この空間はコミュニケーションを図る絶好の空間であり、選手と指導
者が共有できる機会なのです。個人個人に会話することで、練習開始

※3　アイスブレイクとは
氷を壊すということ。氷のようになっ
た雰囲気を壊すこと、壊す動きをア
イスブレイクと言う。本題のための
ウォーミングアップの手段。研修や講
演でもアイスブレイクは使われてい
る。

指導者自身のアイスブレイクが選手の
アイスブレイクにつながる！　選手の
思い込みを払しょくせよ

コミュニケーションを図る空間はオン
かオフかを意識せよ

コーチング� 10

コーチング� 11



12　スポーツコミュニケーション

から練習の終わりまで、勢いがぐっと上がっていくのがわかりました。
詳しくは、第４章でご紹介したいと思います。

指導者の想いを選手と周囲に
伝えることが勝利への近道

　指導者は選手にどのようにして想いを伝えるのでしょうか？　選手
一人ひとりと話をする時間は、技術練習に割かれ意外と少ないもので
す。自分の想いをどう伝えるべきか、私が実践してきたことを書き出
してみました。

①直接口頭で伝える
②選手の周囲の人に間接的に伝える
③掲示板を利用して張り出して伝える
④日誌に想いを書き込み伝える（選手とやり取りのある日誌）

　私は、この 4 つの方法で伝えたいことを伝えてきました。それぞれ
の伝え方には選手とうまくコミュニケーションを図るための戦略があ
りました。これについては、第６章で詳しく解説しています。
　そして、選手とコミュニケーションを図るためにもっとも重要な要
素は、自分自身のなかにあるオンとオフとの定義や考え方がかなり影
響をしていたと思います。私は自分自身に余裕がなかったということ
も十分ありますが、自分のなかでオンとオフの使い分けをかなり意識
して行っていました。もちろんオンは練習やハンドボールに関するこ
とになり、オフはハンドボールに一切触れない時間です。この切り替
えが、私自身はオンへの意欲につながると思っていました。しかし、
そういう私は彼らにとって近寄りがたい存在ではなかったかと思いま
す。「勝つ」ことに対して選手に厳しいことを要求している以上、自
分自身も弱みや苦しさを選手にみせてはならないと感じていました。
しかし、オンとオフの切り替えは、かえって指導者である私に余裕の
ない指導をさせたのではないかと思います。自分自身にもまったく余
裕がなく、視野が狭かったという反省です。
　指導者は、自分の弱みをなかなか選手にはみせたくないものです。そ
れはなぜでしょうか？　選手が甘えるからでしょうか？　選手が尊敬
してくれなくなるからでしょうか？　これらについても後ほど述べた
いと思います。

指導者の弱みが選手を強くする？　指
導者が選手に対して自己開示を行い、
熱意を心から伝えることが大切

9

コーチング� 12



１章　スポーツコミュニケーションとは何か　13

指導者と選手の秘密をもつ、
想いを共有する、そして選手の役割を

つくることがチーム力につながる

　集団はいろいろな選手がいて当たり前ですし、そのバランスをうま
く勝利という目標に向かわせ、そして役割をもたせながらチームをつ
くっていくことができると思います。
　全国優勝したメンバーは１年生のときからレギュラーになれるよう
な即戦力をもった選手が多くいました。そして、上級生を技術面では
すぐに追い越そうとし、そして追い越すのは時間の問題でした。１年
生全員がコートに立って試合をするとき、上級生はどんな気持ちだっ
たのでしょうか？　人は目標を失えば、必ずやる気を失います。そし
て、このチームも上級生がやる気を失っていきました。
　そこで考えたのが、上級生だけの秘密練習です。これについても第
６章で紹介したいと思います。

アスリートが獲得する
ライフスキル

　目標設定スキルやコミュニケーションスキルなどのライフスキル
は、スポーツ場面だけでなく人生のあらゆる局面で有効に働きます。
　スポーツの場面では勝つことや技術の向上などの目標に向けて、他
者とコミュニケーションを図るために、目標設定スキルやコミュニ
ケーションスキルが身につきます。このスキルは社会のなかで（社
会はチーム組織で動いているため）、生かされていくと考えられます。
しかし、それが社会で生かされていくためには、選手に主体的に考え、

まずはコミュニケーションから

11
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14　スポーツコミュニケーション

実践する能力が必要で、これも指導者の重要な役目であると考えてい
ます。
　スポーツ選手はいつも目標があって、それを達成するための努力を
怠らないプロセスを経験できる環境にいます。私は、スポーツをやっ
ている学生には、「スポーツをやっている人は、とてもお得な人生だよ」
と言っています。
　現在、私はスポーツにおけるコーチングのメソッドを取り出して、
スポーツ選手以外の児童や社会人にも研修会を実施しています。そう
した実践を通じて出てきた答えは、スポーツをする、しないに関わら
ず、人間性を育むプロセスの重要性はどれも同じだということです。
よってスポーツにおけるコーチングは人と人が関わり、コミュニケー
ションを図る場においては、どこででも通用するのです。このことに
ついても第５章、第９章でご紹介します。

スポーツの魅力とその発信、
アスリートの力を社会貢献に！

　スポーツが社会にとって価値あるものであることは、各省庁も認め
ています。私たちスポーツを愛する人間もその価値を十分認識してい
ます。そしてスポーツの価値を高めるべく、いろいろな活動を行って
いるアスリートも多く存在します。
　アスリートはいつもほかの人たちからみられています。勝てば称賛
されますが、負けたり、スポーツマンシップに反するような行為があ
れば、非難されます。その度合いによってはスポーツの価値そのもの
が下がることもあります。
　アスリートの言動は社会に大きな影響を与えると言っても言いすぎ
ではないでしょう。そうであれば、アスリートがもっと社会のために
貢献できる活動ができると思います。第 11 章では、アスリートの社
会貢献をはじめとするスポーツを取り巻く資源をどう活用して社会貢
献につなげていくか、その事例を紹介します。
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